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第１９回 若年者ものづくり競技大会 

｢機械製図(CAD)｣職種 競技課題概要 

 

 

１．競技日程（予定） 

７月３１日（水） 14:00~16:00  受付，開会式，座席抽選，持参したパソコン類の設置，出力確認． 

 ＊ 出力確認は，各選手が持参したサンプル図面によるプロッタの 

 印刷設定を行う．選手一人当たりの持ち時間は約 20 分（関係者が

補助してもよい）． 

       ＊ 出力確認が未完了の場合はそのまま終了． 

 

８月１日（木）  8:30~8:40    選手集合，CAD ソフトの立ち上げ 

         8:40~9:00    課題説明 

         9:00～12:50   競技（競技時間：3 時間 30 分）  

                  (内訳) 

 9:00～10:30 競技（90 分） 

          10:30～10:40 休憩（10 分) 

 10:40～11:40 競技（60 分） 

 11:40～11:50 休憩（10 分) 

  11:50～12:50 競技（60 分） 

 

         12:50～13:30  昼食および解答図印刷（最長 5 分/人．延長もあり得る） 

＊ 各選手は解答図をハードディスク及び貸与された USB メモリに

保存し，会場に準備された 2 台のパソコンを利用して，A3 プリ

ンタに出力． 

                ＊ 選手全員の解答図印刷が終了後，後片付け．  

２．課題内容 

競技課題は，当日公表である．以下に，参考のために前回（第 18 回大会）の競技課題を掲載する． 

競技開始とともに課題図（機械の組立図，次ページ参照)が配布され，その中の指定された部品の製作

図を，持参した CAD システムにより作成し，図面データを紙で出力するとともに電子データを提出す

る．なお，製図は、下記の日本産業規格（JIS）によること． 

 

JIS B 0001   :2019  機械製図 

JIS B 0002-1 :1998   製図―ねじ及びねじ部品―第１部：通則 

JIS B 0002-2 :1998   製図―ねじ及びねじ部品―第２部：ねじインサート 

JIS B 0002-3 :2023   製図―ねじ及びねじ部品―第３部：簡略図示方法 

JIS B 0021   :1998   製品の幾何特性仕様(GPS)―幾何公差表示方式―形状,姿勢,位置及び 

振れの公差表示方式 

JIS B 0023   :1996  製図―幾何公差表示方式―最大実体公差方式及び最小実体公差方式 

JIS B 0031   :2003  製品の幾何特性仕様(GPS)―表面性状の図示方法 

JIS B 0401-1 :2016  製品の幾何特性仕様(GPS)―長さに関わるサイズ公差の ISO コード方式 

公 表 
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